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#

»

.
へ
、
取
て.生
產
者
ネ
初
：め
.占
ル
て
几̂
:
0階
級
來
資
淦
令
融
通
'1
.
、
，：
1
國
經
濟
社.

の
：潑
展k :
資
す
る
听
大 

:
#の
ヤ
务
る.が
-:
>

«
'<
>

_

行
營
業
の.某
礎
を
觀
廣
す
:̂
時

に
:6
:
其
處
.に
幾
多
の
考
察.せ
，ら 

惠
0
;
_即
ち
社
會
か
衆
か
ら
受
妙
允
領
金
は
信
用
め
上
：に
某
礎
を
置
い
；
て

.ゐ
る
.の
'で
、あ
名.か
ら
-

銀
行
は
如
何
&
.
る
程 

を
_

大
し
.
.て
可
な
：る
か
、
：
文
之
に
對
し
て
如
何
な
る
制
限

''
,
?
:必
要
^

す
义

か(0
問
題
！

準

備

傘

の

問

題

一

を

生

ず

：る
：の
で
あ
る
。 

t

が
■こ
；.の
間
題
解
決
の
.
.
.
た
め
に
は
、
先
づ
以
.て
M

*
の
性
質5:
ば
分
懈
し
、

こ
れ
が
硏
究
ょ

^

徐

々
に
其
のS

へ
と
避
ま
な
け
れ
ば

: 感 ，』k  :

普適及据置貯金 1,167,728 -

垮 沏 積 立 金 ：650.658.

公 金 預 ^ fe 273,586

當 g  :預 金 1^314,104.

: 特刿會筚辩金 ’ 1,919,217

通 知 預 金 591,846

: 萣 规 預 金 5,55 ろ128

諸 預 金 409,41*6 f 1
, •、パ

• •へ ： ...：

合 計
： -i

11.883,683 f

貸 出 ,勘 : 定 :

證 券 貸 付 金 * 3,662,227c

:手 形 貸 付 金 3,791,700 .:

當 座 貸 越 813,350v

割 引 手 形 1,827,148

ZZ ^  ノレ *  ロ r - ン 371,918

合 計 10,466,343;

單位千圓日銀•本邦經濟統計ョリ,
• • ., ■ j ■； •■/ . ，;

='
'

:

は
.現
金
を
®
金
す
.る
現
叢
金
去
取
引
先
が
費
仗1'
.
»
引
.に
依
つ
で
.
鉱

行

ょ

げ

：收

め

锝

た

信

用

:5
:
そ
.の
全
：X
銀
行
に
.痕

け

.人 

れ
で
預
金
に
振
替
べ.ん
*

替
筑
金
と
：の1
|形
式
.が
ぁ
々
、.
.と
、の
：振

.演
ず
る
所
の
%:
o
.な
の
，で

f

 

o
^
.
今

如

何

'
に

員

#

に
•
る
通
貨
の
造
出
が
現
代
社
會
：に
於
て
重
襄
な
る
役
割
を
演
じ
.つ
、
あ
る
か
§

 

瞭
な
ら
し
め
ん
が.た
奴
左
に
昭
和
八
年
，
*
,
1
:
月
末
^

於

狀

る

全

：國

銀

行

.

の
.猜
金
：と
貸
出
の
，月
來
殘
高
表.を
揭
げ
る
こ
と
^
し
ょ
ぅ
0

-:
本
表
化
-0
:
る
与
：一:
方

に

約

百

十

八

億

：の

筑

金

：
が

#

欠

，
他

の

：

j

方
に
.财
苗
五
億
近
.く
の
貸
出
が
ぁ
：德
.
.所

が『

現
今
我
國
に
流
通
し 

ぼ
ゐ
る
通
貨
.は
金
屬
货
幣
と
兌
換
券
と
を
合
せ
て
も
鄭1
1十
億
圓
..に
達
し
な
い』

(

.
ダ

ィ

ャ

，
モ

ン

ド

社 

一
 

九
寅)

.：.の
で
あ
る
が
、.
此
の
1
1十
億
足
ち
ず
の
通
貨
灰
以
：て
約
百
：十
：八
億
の
爾
金
を
得
た
4
宏
4
事
實
は
.何」

に
ょ
づ
て
生
じ
た
の
で
ぁ 

る
か
:-
0
こ
れ
取
々
も
直
さ
ず
顼
金4
貸
讯
の
相
五
依
存
.0
.關
係
|

預
金
通
货
の
創
出_

,
に
依
り
て
生
じ
.た
の
で
ぁ
る
。

了
ル
布
揚
に
就
い
て
 

五一
(

九
S

)



5

1(

办
四
三
？

a
1
レ
.|1
1
揚
に
^
い

て
.

.

」
侑
て
銀
を
S
ょ

备

窆

紇

金
l
a
:
s
任

i

v

f皆
當

衾

霊

で

f
、
l

的
條
件
と
は
主
と
し
て
銀
行
の
支
拂
|
薩

聯

す
f

あ

t
か
。.#:
々
ま
比
ル
#
ふ
る
ベ
i
拂
準
備
I
質

i
い
て
ニ
I

I

I

.ぅと
思
.ふ
。
：‘貸
出
は
總
てI

I
替

I 

f 

^

l

l

i

る
。
今
商
取
引
決
濟
方I
次
の
一
一
一
つ
、
一
即
ち
甲
は
乙

i

て
有
4
商

"售

^

^

^

、̂
刃
|
丨
度
し
、
蕾
 

し
て
S

■
金
貨
十i
良

額

面£
6

■兌
換
銀
：行
券_

l
 

:
s
^

(

C)

乙
ょ
り
振
當
て
ら
れ
た
る
！

5

圓
暫
二
わ
月
挪
爲
替
手
形
の
別
受
容
何
れ
に
か
に
依

o'
て
之
れ
を
な
す
の
で、

 ̂

#
は
現
金
狒
で
あ0で
何
等
歡
の
存
在.を
發
見
し
|

が
用
が
興
へ
も
れ
、i

.

l合
は
明
か
篇
I

I
暴

穩

I

れ
ばP

者
は
明
■
I

■
たi

味
を
も
f
ゐ

冬

即

豪

：H
支
f
法
：？

に
は
信
認
と
词
意
と
が
包
含
さ
れ
て
ゐ
る
に
過

^
;

0

 
パ

霞

 

i

額

パ

 

一
 
o

て
.
1。
I
第一.1

の
f
 

I

I

I
 

金
_
 の

1

 
レ
た 
i

i

l

s

l

t

l奮
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一

日
I
の
負
愦
I
還
す
t
.
l
l
認

I

I
で
I
。
鐘

S
し

拂

I
慕
念
せ
ば
直
：ち

に

第.—
の
支
拂
方
法_
求
|

。
.
1 

r
l
. 

嫂
、
：.現
金
及
I
信
用
組
猶
に
對
し
て
別
姻
の
影-*
を
®
ら
す
。.即
ち
前
の
場
合
若
し
乙
が
何̂ ̂

■ 

•
,f t B B
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た
る
小
切
手
を
直
ち
，に
其
め
取
引
銀
行
に
振
を
む
か
ら
貨
幣
-m
針

す

る

需

势

は

生

じ

，
な

い

.

け
れ
：ど
も
ノ
此
*0
_

に
掛
惫
を
抱
く
場
含
に 

は

甲

は

；自

か

ら

其

の

：銀

^

に
就
：き
現
金
を
取
付
け
之
れ
を
以.て
支
掷
に
當
.て
な
’
け

れ

ば

な

ら

な

い

^
^
^
斯

ぐ

セ

支

拂

を

受

け

た

る

乙

が

其
 

の
廣
金
^
若
し
其
め
乘
别
銀
行-た
る
同
ユ
の
銀
行̂

拂
込
ん
.だ
場
合
で
も
、
又
甲
の
引
出
せ
：
.る
時
^
乙
：の
挪
B
ん
だ
時
と
の
間
隔
が
如 

:

何
把
短
少
赞
あ
や
て
；0
當
該
銀
节
は
之
れ
が
爲.め
^

1
時
現
金
.百
圓
|:
準
備
し
な
け
れ
ば.
な

ら

ぬ

々

之

：れ

に

反

し

て

,^
若

し

乙

が¥. 

を
疑
ふ
：の
セ
ゅ
な
く
ャ
唯
支
拂
の
，延
期
を
好
ま
：な
い
な
ち
ば
、

.甲
は
ボ
切
*
を
以
で
爱
拂
.を
像
1>
'
得
.る
か
6>
し
で
貨
幣
の
需
要
は
少
し 

も
^
大
.し
な
い
？
併
，し
こ
が
印
時
拂
を
欲
ず
る
ば
が
れ
で
な
，ん
、
亦
^
を
信
じ
な
い
な
.ら
ば
直
ち
：に
現
金
百_
_の
需
要
が
喚
起
す
る0 

;:
;
:
近
1«
:
商
取
*3
!
の
增
大
^.
共
；に
小
切
手
1€
依
る
佚
濟
の
增
大
；を
見
れ
ば
現
金
：
0
必
要
ば
實
ビ
輕
微
に
し.て
其
(0
必
要
を
見
ざ
る
11
:
至
.る 

決
身
で
：あ
^
が
'5
'
實
際
社
會
.に
於
て
，は
：

I:

般
取
引
の
全
部
が
小
切
手
め̂

に
^

然
的
杧
瑰
金
取
引
を
必
耍̂

す
名
が
故
に
信
用
忆
對
し
で
若
干
め
準
備
を
必
耍
と
先
ぞ
ひ
で
あ
る

。

：
^

著
/
貨
幣
の
：購
買
ヵ』

、
中
.の
:.
'
'

『

銀
行
經
營
0
制
限
1
及
び『

貨
幣
に
對
し
瘭
#

比
例
を
保
'て
を
窗
金
®
^』

-̂1

讀
す
れ
ば
此
0
點
に
關

ン
-

• 
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.. 

• 

- 
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. 

.
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.

.
‘
•
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.

.

.

.

.

.

し
^1

资
仍
白
な
る
概
念
を̂
る
で
あ
ら
念̂

恩

ぼ
”
マ
泛
彦
艮
ル
舊
方
矣
作̂ん

系

驾
-舍

5
5
:發
券
銀
行
に
於
け
る
祀 

貨
準
備
は
論
ず
る
：ま
で
も
な
：く
，
，本

論

文

ゐ

髮

た

；る

5
金
銀
行
ば
於
げ
：る
吏
灌
準
備
0
.办
耍
ば
^

定
：
.0
制
限
を
加
^
る
所
：以
セ
あ
つ.て
，
預
金
額
と
支
拂
準
備
額
と.(
0
;間
に
は
脒
聰
德
.準
比
率
|
§
^

ざ
る
は
.殆
ん
ど
自
明
め
理
で
あ̂

タ
が
然
し
之
等
兩.者
の
比
率
5:
;
何
程
(0
高
ぬ
保
0
.べ
き
か
は
最
も
因
難
な
問
題
で
あ
つ-C
>
こ

れ
を 

1::

概
杞
論
斷
す
る
こ
七
杜
町
來
ぬ
。
，
然
し
準
備
の
理
想
は
预
螢
；圮
費
抵
と
ぬ
間
ゆ

L

的
が
或
る
-
定
額
.

§

i:
t

率

を

保

ち

、
.
他

は 

之
れ
を
最
も
短
钥
に
し
て-"
:
#つ
最
も
確
實
な
.み
貸
付
.を
以V

之
.れ
を
補
ふ
乙
と
で
あ
が
ネ
蓋̂
斯
ぐ
す
を
こ
と
に
依
.つ
て
の
み
資
本

,
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主
篛
社
會
に
於
付
石
鈒
行
は
敢
付
：の
危
險
に
晒
ら
さ
れ
各
こ
お
が

.ぐ
>(

利
潤
^-
確
保
1>
得
-る
が
故
で
あ
る
" 

一:

.
! 
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•
.
-

T

ル
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揚

袅
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杧
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い
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九
：眈
四
>

:
.鋇
行
爾
金
の
：：主
な
る
：名
の1は
マ
定
期
预
金
、ぺ.：通
知
：贸
金
、
當
座
預
金
及
汰
特
別
當
座
窗
金
<0
吼
っ
.で
あ
0
て
、
：其
の
他
預
金
は
其
の 

額
極
め
て
少
で
あ
る
。
定
期
預
金
は'一：定
の
期
間
の
へ
到
來
す
る
ま
せ
、
銀
行
は
其
の
資
金
を
運
用
す
る

.事
が
出
來
る
皆
で
あ
る
が
、
'今 

日
:^
實
際
に
於
て
は
定
期
預
金.*
雖
も
、
.ー
定
の
條
件
の
下
に
期
限
前
の
：拂
戾
に
應
じ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

|卸
,
眧
和(

革
 

融
恐
慌
の
：際
、
銀
行
が
：
e
齊
に
預
金
の
取
付
に
遭
遇
す
る
と
：、
其
の
年
の
斤
月
四
日
東
京
贤
金
協
定
加
盟
銀
行
は

-#
事
會
を
1
1催
し
て 

宛
期
预
金
の
期
限
前
拂
戾
に
應
ぜ
ざ
る
事.̂
決

し
':
>
.
翌
开
：月
五
日
總
會
は
幹
事
會.の
决
議
を
承
認
し
、
以
て
定
期
頌
金
の
期
限
前
拂
戾 

^
應
じ
な
，か
0
た

の

：
で

あ

る
0
.
斯
く
の
如
く
銀
行.が
殆
ん
：ど.全
：國
的
に
預
金
の.：取
付
に
遭
遇
し
た
場
合
、
ふ

有
効
で
あ
：る.か
は
知
り
.得
な
い
が
、
兎
に
角
定
期
頂
金
と
雖
も
之
れ
に
：對
し
て
期
限
前
の
本
時
の
引
出
ぞ
全
然
考
慮
し
於
い
と
云
ふ
事 

は
，
實
際
上
不
可
能
な
事
と
沄
は
：な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ヌ
事
實
上
、定
期
鑛
金
は
贸

.げ
人
れ
の
際
、
电
途
拂
戾
ゆ
場
合
に
は
利
率̂:
,
® 

め
：て
、
.何
時
で
：̂
引
.出
1
得
る
樣
な
約
走
^
附
す
る
も
の
が
、
相
當
に
多
い
樣
亿
見
受
け
ら
れ
る
。
加
^r

斯
の
如
.き
附
帶
事
項
が
全 

然
無
い
も
の
^
す
る
も
、
當
初
の.預
け
入
れ
の
契
約
を
固
守
し
て"
取
付
時
に
：尙
ょ
く
之
れ
を
拒
絕
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。
か
、
る
非 

常
時
に
於
て
銀
行
は.定
期
預
金
た
る
.と
、.
.否
と
に
拘
ら
ず
、.之
れ
：が
支
拂
に
應
じ
な_か
つ
.た
な
ら
ば
、
：
反
つ.て
頌
金
0
取
付
を
益
々
助 

長
せ
し
む
る
：結
果
を
生
ず
，る
で
あ
ら
う
。
.故
に
契
約
云
々
の
法
律
上.の
.効
果
は
兎
に
肖
と
し
ても
、
'
_
^
政
策
卜
一
か
ら
^

つ
て
決
し
て 

斯
か
上
'政
策
は
當
を
得
た
策
と
云
ふ̂
は
出
^

#
な
い
.。
^
に
®
知
®
金
は
拂
戾
通
知
が
あ
つ.て
か
ら
一
週
間
な
り
ニ
週
間
な
.り
の
期 

間
の
.後
に
拂
戾
に
應
ず
れ
ば
足
り
る
も
の
セ
あ
る.が
、
：
昭
和
ニ
^
の
恐
慌
の
如
き
場
合
に
、
銀
行
は
他
に
.運
用
し
て
ゐ
た
資
金
を
遽
に 

囘
收
し
、
：莫
大.な
る
金
額
の
；取
付
に
果
し.て
應
じ
得
る
で
あ
ら
う
か
。.況
ん
や
當
座
预
金
、
.特
別
當
座
預
金
に
對
し
て
は
銀
行
は
何
時 

取
立
支
拂
の
要
求
に
接
す
る
か
測
り
、知

り
得-&
い
の
：：で
あ
る
。
勿
論
銀
行
は
短
期
手
形
の
割
引
と
か
、：
短
期
資
金
^
貸
出
等
に
依
つ
て 

馨

な

く

資

金

を

询

收

し

つ

、
漆
る'%
:
の

で

あ

：
；

が
>
:

尙
.取
&

て
も
る
V
へ债
務
と
悔
收
し
得
る
債
權
士
はi
時
期
忆
於
て
、
金
額
杧
於

て
必
ず
し
も
適
合
す
る
も
：の
と.は
云
ひ
得
な
い
。
支
拂
準
備
は
不
時
の
取
付
に
應
ず
る
と
同
時
に
、
日
常
の
決
濟
に
も
銀
行
の
營
業
を 

出
來
得
る
限
り
短
期
に
運
轉
せ
し
め
る̂
に
於
て
も
、
極
め
て
重
要
なも
の
で
あ
る
。此
處
に
於
て
銀
行
は
支.
㈱
準
備
と
し
て
手
許
現 

金
を
常
に
：.
®
富
に
し
て
取
付
拂
戾
に'應
ず
ベ
く
用
意
す
る
事
は
果
し
て.望
ま
し
き
事
で
.あ
る
か
と
云
ふ
問
題
に
逢
着
す
る
の
で
あ
る 

が
、
吾
々
.は
無
用
衣
程
度
に
ま
で.手
許
現
金
を
.潤
澤
.に
保
有
す
る
こ
と
；に
對
し
；て.否
定
的
解
答
を
與
へ
ざ
る
を
得
な
い0
,
蓋

し

資

金

は
 

現
代
資
本
生
義
的
經
濟
組
織
內
に
於
て
社
企
業
の
最
大
：要
素
の
：一
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

^

#

1

を
無
利
于
の
手
許
現
金
と
し
て
，
 

多
額
に
保
有
す
る
こ
と
は
資
本
主
義
的
企
業
原
則
に
..背
馳
す
る
所
大
な
る
が
故
：

で
：：

あ
る
。
'
:,
:

現
代
§

に
於
て
1
企
：業
が
成
功
す
る
：か
：否
か
は
、
如
何
に
多
額
'(
0
.購
貿
ヵ
を
當
該
企
業
家
が
支
配
し
得
る
か
否
：か

の

1

點
に
懸
つ 

て
ゐ
る
P
社
會
に
散
在
しH

ゐ
.る
資
金
を
集
め
て
、.之
を
自
巾
に
處
分
し
得
る
者
が
：現
代
に
於
い
て
最
も
優
秀
：な
る
地
位
を
占
め
得
る 

者
で
あ
.る
。
故
に
先
產
上
の；

優
れ
，た
る
知
識
も
、
：棱
術
も
、
：經
營
上
の
優
秀
な
.る
計
*
も
：一：.に
企
業
家
が
如
何
な
る
程
度
に
於
て
之
の.
 

購

買

力

を

握

り

，
得

た

か

否

か

に

懸

つ

て

ゐ
る
。
現
代
資
本
主
義
經
濟
社
會
に
於
て
最
重
要
な
る
資
金
：を
銀
行
が
不
慮
の
取
付
に
曝
ぜ
ん 

が
：た
め
不
：必
要
な
程
手
許
に
保
有
す
る
こ
と
は
、
其
れ
だ
け
社
會
の
發
展
に
必
宴
な
資
金

0
貸
出
の
縮
少
を
：意
味
し
、
國
民
經
濟
上
喜 

ぶ
：
べ

き

瑰

象

で

は

な

い

;0
故
に
準
備
は
常
に
必
要
額
な
る
最
少
限
に
止
め
：て
他
は
或
る
べ
く
流
動
的
な
狀
態
に
置
く
べ

.き
で
あ
る
。
然 

る
時
は
國
民
經
濟
土
有
意
義で

聆
る
i

同

時

に

、
，
營

利

#,
社
で
あ
る
銀
行
も
準
備
に
依
る
：損
先
を
微
少
な
ら
し
ぬ
、
且
っ
他
方
に
於
て 

廣
義
の：

準
備
を
豐
富
に
保
つ
事
が
：出
來
る
。
.
斯
か
る
自
的
に
合
致'せ
ん
が
爲
現
は
れ
出
たCO
:
,が
、.
こ
れ
か
ら
吾
々
の
研
究
せ
ん
と
す
る

.口
，1
ル
で
あ
る
。
：.
-
:
■
:'
: 

.

.

. 

- 

:
;■
'
. 

'

:..  

.
•

■V 

V 

.

.
'
,
.
:

--
1
、
：
融̂
市
場
(0
分
化
と
コ
.
！

ル
：
市

場
-:
:

丨

n

彳

：ル
：
市

場

^

は

：
コ
.
！

ル

:.
'
,
マ
：
ネ

ー

の

需

給

さ

れ

る

最

短

期

0
金

融

市

場

を

謂

ふ

，
の

'

で
あ
る
が
、

コ
ー
ル
市
場
の
意
義
を
明
白
な
ら 

n

i
ル
市
場
に
就
い
て
 

五

キ

C

九
四
.五)



U

1
ル
市
場
に
就
い
て
'

:

. 

芄
六
：

(

九
S
ハ)

し
め
る
爲
.に
は
.先
づ
以
て
金
融
市
場
の
槪
念
を
把
握
し
ー
で
置
が
：為
け
れ
ば
な
ら
お
い

9

*,
, 
'ノ 

y

.
■■

金
融
市
.場
と
は
金
融̂關
す
：る
市
場
で
あ
る
か
ら
金
融
及
び
市
場
な
る
意
義
を
明
に

す
れ
ば
、
金
融
市
場
な
る
概
念
は
自
づ
か
ら 

明
^
と
な
.る
。.
H,
そ
財
貨
の
流
通
す
る
處
に
は
そ
の
財
貨

m -
對
す
る
需
要
と
供
給
の

 
一J.

要
因
が
相
對
立
す
る
も
の
で
あ
つ
て
、

r
く
の 

如
き
財
貨
：に
對
ず
る
需
給
の
：規
明
的
對
立

.を
吾
々
は
市
場
と
云̂
の
で
办
.吝
=0
:所
が
ど
の
市
場
な
る
概
念
に
は
廣
.狹
ヤ
^
^

"廣
義
の
市
場
i '
：
は
或
各
財
貨
の
需
給
關
係
を
總
括̂
た
所
謂
柚
象
的
市
場
で
あ
が,
狹
義
ぬ
市
場
.とは
或
る
M

«
cr
>
ft
員
^

と
I

#

.

と
が
.規
則
的
.に
集
合
す
.る

場

所

、
：，
或

，ひ

は

設

備

:又

は

集

合

：そ

の

;̂
の
を
指
稱
す
る
.の
で
あ
<>
て
、
ニ
ケ
ふ
ザ
ー
ス'の『

金
融
市
場
と
は
貨 

幣
の
貸
借
が
：取
り
結
ぼ
れ
る
場
所.で
あ
る』

と
考
ふ
が
如
き
所
謂
具
體
的
市
場
で

あ
：；

る
0

#
場
：の
發
達
を
歷
史
的
に
觀
察
ず
れ
ば
具
體 

的

市

場

ょ
n

油
；象
的
市

場
-へ
;i
進
化
し
た
も
の̂

あ
: 0

,,て
、
.今

：日

：の

如

き

通

信

交

通

.

の
發
達
は
.柚
象
的
市
場
.を
益
々
重
要&
ら
し
め
つ 

、
あ
る
。
然
ら
ば
金
融
と
は
如
何
な̂

4
の
で
あ
：;?
>
か
と
1
1
1
4
'
に
ぃ
之
に
對
.し
て
明
確
な
る
意
義0
與
へ

へ

ら
れ
る
こ
.と

な

く

漠

然

と

用
 

ひ

ら

れ

て

来

た

が

、
ソ
こ
れ
，が

.

持
つ
意
義
は
資
金
め
貸
借
取.引
で
あ
名
0
、
而

し

て

此

處

蛉

資

金

ふ

は

貨

幣

及

び

直

ち

に

*

^

|:
取

得

し

得
 

ベ
き
撺
利
：で
あ̂

て」

M
fc
し：.

て
'

1
K

ひ
現
は
せ
ば
通
貨
.で
あ
る-Q
故

に
金
融
ち
は
通
貨
の
貸
借
取
引
；で
あ
る
が-'.

斯
か
る
資
金
の
：貸
借 

.は
時
即
、
，>場
所
及
び
種
類
(0
;三
點
ょ
少
觀
察
す
ぃ.

^

金
.融
：を
.時
間
的
'に
見
れ
ば
、
現
在
の1:
貨

-<
?
:
將

來

の

延

貨

と

の

交
 

奐

で

；
あ

':

り
、
ん
こ
れ
を
場
所
的̂

見
れ
ば
.隔
地
：間
：0
資
金
；の.：移
動
で
あ
り
、
：こ
れ
を
種
類
め
上̂
り
見
れ
ぱ
種
類
を
異
、に
す
る
通
貨
の
交 

換
.で
あ
る
。.
斯

.
<
金

融

は

各

：種

0

方

面

ょ

り

.
觀

察

し

得

名

：
が

、
.'

之
等
各
種
の
金
融
は
必
ず
し
も
'個
別々
タ
に
#

在

す

，
る

も

の

.
で

は

な 

通

例
—
取
引
.に
於
て
、：
其
の
|
,ー
種
又
は
.
|ー_

の
金
融
が
合
せ
；行
は
れ
て
ゐ
る
，の
：で
.あ
：る
。
:.
,

:
.

:

,-
:
}'
;
金
融
市
場
は
上
述
の
如
く
資
金0

取

引

さ

：
れ

る

市

場

：で

あ

る

が

:,
>
此
.の
市
場
.に
於
弋
需
要
さ
；れ
る
資
嵌
が
商
業
的
經
營
に
利
用
_さ
れ 

る
か
、
工
業
的
經
營
に
利
用
さ
れ
る
か
、
或
ひ
，は
農
業
的
經
營
比
利
用
さ
れ
：る
か
忙
從

.っ
：：
て

金

_
の
性
質
は
薄
だ
1>
べ
相
違
す
る
0..又

_
業
の
種
類
の
異
岑
に
從
つ

)

て
甚
だ
短
期
：の.：；資

金

ぬ

.
利

用

を

以

：
て

培

る

本

の

と

：比

較

的

.

長
期
資
金
の
''利
用
を
必
要 

、.る
？
斯

く

靈

利
/1
1
の
長
短
比
從
.つ
て
:.
»

■
金
»
市
場
は
短
期
金
融
市
場
：と
長
期
金.融
市
場
也
に
大
別
ず
る
と̂

が
出
來
ー
る
。
' 

例
へ
ば
商

業
は
比
較
的
短

：
期

：
の

資

金

：を

必

要

-

V

す

..る

：が
.
•

•'
^

^

津

に

轉

运
 

向
け
ら
れ
る
が
故
'
に

、
，
短

期

資

金

(0
.取
引
關
係
た
.る
短
期
金
.融

7|
1
場

は

別

：
に

商

金
融
市
場
.中
に
あ
づ
.て
：最
^
範
«
も
廣
ぐ
、
最
«v
發
達
せ
る
も
の
で
あ〕

る
が
> 
其
.の
資
金
.の
：需
要
供
給
關.係

の

性

質

の

異

る

，
に

從

つ

て 

:

こ
れ
は
更
s

i

市
場
、
：
割
引
市
場
ひ•爲
替
市
場
、.塑

市

場
：
i

 

-

:

.
金
融
市
場
を
靡
に
解
す
れ
ば
前
述I

き

幾

多

の

希

場

が

其

：の

中

に

包

含

さ

れ

る

巧

'

楽
融
市
場
の
實
際
的̂

の

如
.:
<
-廣
義
な
^
の
セ
®

取

い

。

英

米

杧

於

け

.

る
金
：融
市
場
は
通'揺

<
.の
如
く
廣
_
に
.は

解

せ

，
ら

.

れ
ず
し
セ
、
短
期
金
融
市
場
殊
に 

コ

ー
:
ル
"
市

場

茇

割

引

市

場

^

指
稱
：し
：て

金
融
市
場
裏
ふ̂

彦

；：學

鹜

ル

コ
' J
ル
市
場
及
割
引
市
場
農
期
金
融
市
場
の.

を̂

な
 

す
が
故
で
$

$

こ
.怍

を

金

融

市

場

傷

金

融

市

場

馨.し
め
、る
.

|

‘
は
あ
»
が
ち
非
雜
す
ベ
きi

で
：は

な

い

か

f
e
で

I

O

然 

ら

ばn 

i

.

市

場

と

'は

如

何

I

市

雪

)

：あ

ざ

か

と

寰

ぢ

期
の
金
融
市
場
で
あ
るO
Z比
處
に
V

i
ノ
ル
、パ.

)

マ
ネ-

と
は
短
期
資
金
又
は
短
資
と
稱
せ
ら
れ
要
求
次
第
返
濟
さ
る
へ
き
資
金
て
あ
つ 

セ

.、

銀

行

は

準

篇

及

び

1

時
手
許
に
生
じ
た
遊
金
の
死
藏
を
避
け
つt

尙
手
許
準
備
の
性
質
を
失
は
ざ
る
ょ
ぅ
襲
迅
速
に
庳
收 

■.し

得

る

投

資

方

法

を

考

究

す

^

こ
，と

は

ナ

>

>,
-
:ル
，フ
：
•
.
ヮ
，グ

'

ナ
！
の
，

『

銀
.行

經

營

の

，：
健

全

棄

固

な

-»
は
其
の
營
む 

性
質
に

準
據
じ
十
：
、
.其
の
.行
ふ

：f

能
動
的
業
務
を
栽
量
し
：以
：て
兩
考̂

>
&
:
w
. 

- 

2

0

0と
^
ふ
銀
行
，經
營
の
棵
本
原
則
に
ー
，致

し,.
>
31
現

今

の

如

き

^

金

增

ヵ

の

傾

0

著
1>
い

艱

行

.界

に

龄

.て
‘：は

最

も

重

婆

&'
.間
題
で
|

4
询
咚
コ
X

ゆ
斯
か
る
自
的
；の
ザ
に
生
れ
出
で
た
の
で
あ
る
が
、

コ
丨
ル
の

?

'
ル
：
市

着

就

い

；
て 

$

 

(

九
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ロ
.
！

ル
，
市

場

^

就
：い
て
： 

其

A

C

丸
.吗
八
.

)
取
：̂

び
.コ
丨.ル
.の
蓮
用
は
國
：に
依
づ

.て
鬼
'<
^

異
つ
'て
ゐ
.る
；9梃 

一

應
先 

進
：諸
國
の

，：n

 

i
ル
.
.

$
に
一
瞥
を
與
へ
.な
け
れ
ぼ
な
ら
ぬ
9

薰
fe
-
备
國
ど
も
そ.の
經
濟
肷
態
を
異
ね
し
、
' 金
融
機
關
：も
亦
其
.の
.國
情
に.
. 

順
應
し
：て
相
異
つ
た
發
達

.の
'道
程
ヒ
た
あ
つ^
ゐ
る
か
：ら
で
.
.あ
る
ド#

し
3

丨
ル
：市

場

^
取
則
さ
れ
泠
コ
'
|
:
ル

0
本
質
が> 
あ
ぐ
ま
：で 

出
手
ぬ
要
求
次
第
.囘

收

ざ

る

べ

き

支

拂

準

靈

.の

マ

部-'
'換

言

ず

れ

ば

_

一

 

準
備
金-0#

ふ
點
に.於
.て
へ
は
ざ
國
と
<>
:

^「

致
し
て.ゐ
.

る
。
.
.
-
く
 

:!::ト
：

，
.へ:-
'
,,
:'
;:

■ぐ
：r
r
' 

”
V
: 

V

 

. 

;

、

.

v 

. 

:: 

:''
■
■:
.ン...

倫
敦
に
.
於

け

：る
コ
.
丨
：
ル
：
市

場

は

0

名
短
期
資
金
；市
場
又
は
短
期
貸
付
唐
市
場
と
稱
し
、

V

割
引
市
場
と
併
立
し
：て
倫
敦
金
融
市
場
を 

權
成
し
て
ゐ

る

。
而
し
セ

こ
れ
が
構
成
要
素
は
市
中
銀
行
た
る
株
式
銀
行
、
.ビ
.ル
.•
ブ

〒

丨

ヵ
.丨

、

引
受
業
背
及
：び
英
蘭
銀
行
で
あ
るo
. 

扭
て
然
ら
ば
此
等.
の

金

融

機

關

：は

.

如
何
な
る
闕
係
の
下
に
圓
滑
な
る
涪
動
を
な
し
.で
ゐ
る

.で

あ

ら

ぅ

：
が

。
：
ビ
.
ル

_

•へ：ブ
：ロ.
.丨
力

ー

と
市
中 

株
式
銀
行
と
の
關
係
は
之
.をビ

ル

，

ブ

卩

丨.力

ー

の
_

ょ

‘り

見

る
^;
、

又
株
式
銀
，行
の

.
、
«

ょ

り̂
る

も

何
れ

も

共

存
關
係
に
あ

る

故

、
’ 

一

は
他
を
缺
く
事
が
出
來
な
い
？
株
式
銀
行
は
割
引
業
者
：に
_

通

資

金

を

：
コ
，：
1
_
ル

ふ

し

て

：貸

付

け

'
る

.
1
方

に

於

、て

割

^!
業

者

ょ

り

乎

形
 

を
.買
入
れ
る
便
を
有
し
、
且
つ
コ
ー
ル
の
放
出.は
自
己
の
..流
動
的
地
：位
を
維
持
し.以
て
遊
金
を
死
蔵
せ
し
め
ず
、
而
も
準
備
金
た
る

性 

質

を

失
は
し

め

な

い

最

賽

の

手

段

で

あ

る

。

故

に

ビ

ル

：

•
ブ

P
丨

力

ー
は
株
式
銀
行
の
“業
務
の
伸
縮
性
に
非
常
に
童
要
な
要
素
と
し

て 

働

い

て

ゐ

る

の

で

あ

る

タ

平

時

ビ

ル

‘
ブ

ロ

ー

ヵ

ー

は

；そ.の

割

引

手

形

.
の

大

部

分

を

株

式

銀

行

に

»
却

せ

ん

<?
:
'
:
し

、

株
式
銀
行
は
ビ

ル

• 

ブ
，
ロ
.丨
ヵ
.，.丨

の

.
所

持

手

形

を#

#
-リ

し

て

ゐ

る

か

.
ら

ー.若

し

株

式

：銀

，行

が

ビ

...ル

•
ブ

.

.

.

.

ロ

丨

'力
.
！

へ
放
出
し
た
：
コ
，
丨
.ル
.の
.囘
收
を
なす
か

、 

又
は
暫
時
手
形
の
買入
を

中
止
す
名
か
す
れ
ばV

ル
：：

，
ブ
n
:l
:

.力
へ

，

は
他

の

何
處
ょ
-0
.か

資

金

の

提

供

を

求

め

な

け

れ

；ば

な

ら

な

い

0
.
' 

诺

IW
1
つ

の
-ft
式
齦
行
の
み
亦コ
ー

ル

を

囘

收

す

石

と

云

ふ

め

で

ぁ

#

^

他
の
株
式
銀
行か

若
し
く
は
他
の
銀
行
代
理
钽
或
は他
.
の

金
融
'•葉
者
：か
ち
充
分
の
資
金
を
借
入
れ
ゐ
こ
と.が
出
來
、
又I 

Q

の
*

式
銀
行
の
、み
が
序
形
の
買
入
れ
を
沖
止'す
'る
な
ら
ば
、
ビ
ル' 

• 

ブ
.ロ
1
力
ー
は
餘
分
の
手
形
を
他
銀
行
に
寶
却
し
得
る
：が
、
若
し
金
融
市
場
全
般
に
急
激
な
る
變
動
が
勃
發
し
て
、
株
.式
銀
行
が

一

齊

 

に
市
場
に
放
出
し
て
あ
，つ
た
コ
ー
ル
を
囘
收
し
、
若
く
は
手
形
の

.買
入
れ
を
中
止
：す
る
場
合
に
は
、
ビ

ル
•

ブ

ロ

、

ぅ
力

ー
の
賴
り

得
る
. 

唯
一

の
救
濟
所
は
英
蘭
銀
行
で
あ
る
。

.

.
即

ち

コ
！
ル
放
出
銀
行
の
闾
收
ぶ
る
場
合
は
：
ゼ
か
‘
ブ
ロ
，1

.
力

彳

•は
英
蘭
銀
行
に
走
り
て
苒 

割
引
を
受
け
以
て
コ
ー
ル
の
囘
收
に
應
じ,-
'
市
中
銀
行
の
第
二
準
備
と
し
て
の.使
命
.を
完
ふ
せ
し
む
る
の
で
あ.力
。

.
，

.

,

引
受
業
者
は
實
に'倫
敦
金
融
市
場
を
依
っ
て
以
て
立
た
し̂
^
用
め
引
受
手
形(

優
良
序
形
、.第1

流
手
形)

の
所
產
者
で
あ
っ
て
、 

引
受
業
者
の
.引
受
に
依
っ
て
多X
CD
手
形
は
ニ
麻
手
形
た
る
の
資
楮
を;#て

：：、
：

ビ
ル
：：，
ブ

ロ

ー

ヵ

ー

始

龙

市

中

砠

お

等

の

* #
1

|̂
の
對
象 

に
な
-る
も
'の
で
.實
に
重
：要
な
名
地
位
を
占̂

る
.も
.の
^
^
.る
。

■+
九
世
紀
:^
半
..に
突
發
七
た
四
；

K

恐
慌
が
何
れ
.も
ビ
'ル
•
.ブ
.*t
»

l
力
ー 

及
び
引
受
會
社
の
破
綻
即
ち
：

T

八
五
七
年
は
サ
ツ
ダ
ー
ソ
ン
商
#
、

一

 

八
六
六
年
が
オ
ヴ
ア
レ
ン:-
K

•ガ
ー
ネ

ー

齒

貪

ー

：八
七
艽
年 

が
サ
ン
ダ
1

-y
シ
商
會
及
び
ャ
ン
グ
ボ
ル
ス
ィ
ッ
ク
商
會
、
最
後
の
.「

八
九
五
年
が
彼
の.べ
ァ
リ
ン
グ
商
會
の
破
綻
が
導
火
線
.と
な
っ 

た
事
實
に
徵
し
て
ビ
ル
•
ブ
ロー

力
ー

及
び
引
受
業

が

如

何に
重
;^
な
地
#

に
あ

る

か

マ
知
れ
ょ
ぅ

c 

,又
彼
0

歐
洲
大
戰
の
勃
發
と
共 

に
引
受
業
者
め取
引
洗
で
あ
石
海
外
の
債
務
者
は
送
金
作
用
の
杜
梃
と
#

に
亥
拂
履
行
不
能
に

陷
り
、
た
め
に
引
受
業
者
の
：支
拂停
止 

は
之
が
引
受
に
依
る
手
形
の
.割̂|
を
:&
し

た

る

ビ

ル•
ブ
ロ
丨
ヵ
ー

に
影
響
し
、
.：若
し
市
中
銀
好
が

.ビ
ル
.：
•
：ブ
，ロ
：
1

タ
：丨
へ
放
出
せ
し 

コ

ー

ル

：
の

闾

收

を

始

む

.

る
時
は
倫
敦
財
界
の
慘
狀
遂
に
漱
ふ
べ
か
ら
ざ
る
：に
寒
る
：ベ
：く
、
，兹
せ
於
て
英
國
は
引
受
會
社
救
濟
の

：

目
的
に
. 

て
第

一
囘
の
：
モ
：
ラ

ト

リ

ア

>

を
發
布
し
；
^

業
者
0

支
拂
を
延
期
す
る
と
伺
時
に

--
>

_

銀
行
を
し
て
：手
形
再
割
の
淦
を
開
き
、
之
ょ
ー 

b

生
ず
る
終
局
の
損
失
は
政
府
に
於
て補
償
す
：る手
段
を
講
じ
て
：幾時
：の
*

局
を
切
り
拔
け
た：

に
徵
し
て引
^

*
者
の
：使
命
の
大
な
る

こ

左

が

窺

は

れ

、
る

0
:
倫
敦
の
^
受
業

者
は
昔
か
ら
墓
的.に
大
富
豪
の
手
に
侬
っ
て
な
さ
れ
、
：英
蘭
鈒
行
重
役
が
代
々
彼
等
の
間
か
ら

.
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•
"
ル
布
場
に
就
い
て
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ユ
1

ル
市
場

に
就

，い
て 

六

ひ

c

九

五0)

出

：
て

ゐ

：る
'-
{
?
:
鑑

み

ヤ
'«
の

勢

カ

の

：
あ

：
る

こ

：士

が

鈿

れ

る

。
：
：
ぺ 

,
r
:
.

.

.

英

蘭

銀

行

：
は

偸

敦

金

融

市

場

に

.於

^

名

最

後

の
■

«

所
で
ある
::
;°
併
1>

倫

敦

市

冲

銀

对

は

永

年

め

慣

習

と

隹

行

へ

の

II
®

の
た
め
ft
如 

何
な
る
場
合
に
も_
か
ら
英
蘭
銀
行
杧
策
づ|て
救
ひ
文
來
め
る'士
云
ふ
不
體
裁
を
腐
じ
尨
^
の
：が
通
常
で
あ
る
。
：
故
に
ー
.具
金
融
界
逼 

迫
の
時
來
ら
ば
^
市
中
銀
行
は
平
素
チ
ー
キ
と
し
て
放
出
し
て
ゐ
た
準
備
金
を
囘
收
し
て
手
許
準
備
金
を
撋

^

る
準
備
が
蓆
は
る
の
で
あ
る
が
、
此
れ
あ
る
が
た
め
に
ビ
ル

•
ブ
口
ー
力1
は
市
中
銀
行;̂
囘
收
さ
れ
た
資
金
は
英
蘭
銀
行
に
至
り
て

.• 

.

.

.

.

.

.

 

.

 .

-S
-•• 

t 

.... 

.

；

之
を
仰
ぎ
以
て
金
融
市
場
の
伸
縮
性
を
保
つ̂
ゐ
-^
め
で
あ
る
ズ
岩
崎
博
っ̂

钱
ル
淹
場
の
难
論
と
實
際
し̂
^
^
^ ̂

(

:
:然
ら
ば
斯
.の
如
く
倫
敦
金
融
市
場
に̂

つ
.て
特
殊
な
る
役
割
を
演
じ.て
ゐ
る
ビ
'f
*\
如

何
な
る
發
達
を
な
し
た
：

Q

で
あ
ら
う
i

o

:
ベ

：

ノ
英
國
に
於
け
る
ビ
ル

」•

プ
ロ
1
ヵ
ー
に
は
ウ
ィ
ザ
ー
ス
が
述
ベ
て.ゐ
る
様
it
ラ
ンII

ン
グ•

ブ
ロ
ー
力
1

(

芝

g
i
n
g

 

broker)

.

.

.

.
r
- 

•
•
; 

.. 

: 

. 

.. 

.. グ.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

手
^
小
竇
商
人
^
:

iRetail dealer 

i
p
K
H
S

)

及
び
割
引
#
社

(
D

取cou

署

h

i

e

>;(
D
l
l
J
種
類
.が
あ
る
。
而
し
て
第
一
種
の
テ
シ
一
一
ン 

グ
;.
ブ

.ロー

.

力
，1
と
は
商
人
、
ブ
手
形
引
受
業̂

外
國
銀
行
,
び
植
民
地
銀
珩
支
店
ょ4
手
形
を
得
.て
、
セ
れ
を
.市
沖
銀
行
そ
の
他
に

賣
却
し
.て
多
少
の
忡
介
手
數
料
を
受
け
て
ゐ.る
單
純
：な
.る
手
形
賣
却
の
#
介
者
で
あ
‘る
。
S
る
に
第 
一
S

の
寺
形
小
賓
商
人
は
商
工
業

,

へ
'
.
.
. 

.

.

者
の
手
#
を
自
己
の
計
算
を
以
て
買
：入
れ
る
け
れ
ど
も
こ
れ
等
.の
浮
形
は
多
く
滿
期
日
迄
保
有
す'る
こ
と
な
く
、
.
適
當
の
時
期
に
銀
行 

に
於
て
再
割
引
を
な
し
て
其
の
利
顧
を
利
ず.力
所
.の
も
.の
で
あ
る
o
:從
つ
て
此
禪
の
神
立
人
は
相
當
の̂
業
^

が
、一

般
に
自
已
の
資
本
金
は
比
較
的
少
額
で
あ
っ
て
ノ
營
業
資
金
の
次
部
分
相
銀
行
ょ

^
户
丨
ル
‘

マ
ネ
ー
並
び
に
短
期
の
通
知
貸 

付
の
形
式
を
以
つ
て
融
通
を
受
け
る
の
で
あ
る
、
英
國
に
於
て
通
常
ビ
ル
‘
ブ
ロ
ー
ヵ
ー
と

1

へ̂
：ば
此
：の
種
の
仲
立
人
を
指
す
の
で
あ 

つ
て

、

第

I

種

©
ラ
ン

ー

ー

ン
グ
*
ブ
ロ
，
力
ー
に
此
す
れ
ば
一
層
進
化
し.、
單
純
な
る
仲
^
人
で
は
な
い
。

故
に
ク
レ
ア1

は
.

i

7 

 ̂

^
 

(

p
 

C
l
a
r
e
,

 

M

l
 

m

f
 

t 

p
i

e

 

.

で

s

o
最
I

も
の
.
I

引
會
社
卖
は
れ
る
も
のI

?

手
形
小
竇
商
人
と
響

ル
の
外
に
I 

f

条

金

t

s

入
れ
，
童

の

計

算

で

買

入

れ$

形
を
大
部
分
支
拂
期
日I

他

と

異

つ

て

：
ゐ

る

。

，
こ

.
の

議

し

f

の
は
株
式
組
織
の5

殆
ん
ど
：5

^

き
ビ
：ル)

ブ

I

力
I

如
何
I

發
達
の
過
程
I

づ
た
か
と
S

と
そ
I

フ
ン 

一I

之
を
割
引
く
銀
行
家
と
办f

媒
介
す
る
.事
I

的
i
す

る

小

會

社

纟K

の

紳

士

と

協

同

し

て

創

立

，
し

た

S

.

つ
.て
.I

O
勿
論
彼 

氣

前

銀

行

業

に

も

關

係

し

て

寒

し

手

形S

し
で
'は

立

派

な

專

門

家

ま
i

JI
-
b
Q小
會
社
が
漸
次
發
達
し
て
偷d

r
 

Wる 

重
要
な
.

融
機
關
|

办
、
其
の
後
他
I

業
者
が
漸
く
.現
は
れ
出
し
た
が
、.ま
.だ
其
の
發
達
は
今
日
の
そ
れ
の
如
く
デU

す 

か
：つ
|

.
审

略)

.：當
诗
倫
敦
は
未
だ
全
國
の
金
融
中
心
地
鬼
ら
|

し
故
パ
手
^
 ̂

ヒ 

レ
：•
ブ.

戸
；

丨
.は
S

地
方
ょ
り
得
た
る
手
形
農
業
地
方
の.銀

行

家

に

送

づ

裏

引
I

為

^

i

方
の
■
_

家
は
手
形
の
品
質
を.

I
す
る
の
；頭
な
：I

以
S

介
者
：の
I

:
が
大
I

養

I

I

趿
行
が
倫
敦
及
び
ほ 

勃

興

し

、

南

地

間

：
の

關

係

_

と
な
4

國
の
.業

が

倫

敦
.に
：集

客 

ル
' •
フ
ロ 

！

力
、

の

馨

の

上

！
^

生

じ

-

■

地
i

s

金

仲

介

業

務

義

退

し

：
て
'
來

た

.が

、

：

資

金

：違

要

供

輪

：は
_
と

管

た

論

- ^
.ブ

ー

.;
<
D
> 

ul'
t

c
rc
f
 

I

な
.夂

I

敦
の
S

家
は
多
數
の
新
會
社
が
勃
興
せ.
る

：た

：
め

隹

手

形

f

.

を
刺
斷
す
る
事
^
^

介
者
i

託
す
る
I

り
、
媒
介
者
も
此
S

要
I

I

た
め
特
殊
の
.手
形
に
f

て

取

扱

ひ

塞

す
j

,

!
 

I

賽

^

.

.

'

 

パ

ミ

(

I



> •
丨
ル
市f

歲
ぃ
て. 

、
 

六
=

'x
f

i
 

.仰
度
宛序
；形
に
限
り
.買
入
^

者
あ
.；
る
.
と

共

に
淵
花
手
形の
み
漱
引
す
る
も
む
あ
り
ブ
或
る
地
方
の
會
秕
又
は
あ
る
萠
の
生
產

.ロpH
の
み
を 

' *

業
-^
.す
^

^
:<
6

を
性̂

た
，
斯
く
す
る
_こ
^

に
^

つ
て
取
引
を»
實
^

ら

し

む̂

^

,:«
^

そ
の
篥
務
の̂
態
を
判
斷
す
る
こ
と
が
'出 

_
め
で
、‘

名̂
..
分
業
は
廂
業'(
7
)奋化
す
る
..
に
件
ひ
湓
'々
.潑
達
：；1>
:、,經
濟
^

^
セ
と
ft
難
：̂
食
り
全
く
.ゼ
ル 
>
ブ
ロ
1
*
1
:に
®
託
せ
ざ
る
を
得
ざ
：る
様.に
.なP

た
o
:
而

し

て

ブ

.ロ

1
.
力

ー
.
は

手

形

.を

保

證

す

る

た
 

^

に

襄

書

を

龙

じ

隹

律

^

質

主

:<
?
:
^
つ

た

0
:

更
.に
發
達
し
：.て
自
か
ら
資
金
を
有
し
、
又
：は
之
を
 

ロ
'丨
，

力
.
1
は
形
式
上 

.の

み

，な

ら

ず
;-
>(

事
實
あ
手
形
を
買
入
れ
、
、
有
利&
る
條
件
を
以
て
寳
却
し
，
直
ち
に
寶
却
し
得
な
い
場
合
に
は
之
を
擔
保
に
供
し
た
。 

此

CO
-
發

達

ば

資

金

、
が

倫

敦
：.

の
錤
行
：の
拿
中̂

集
中
せ
ら
れ
、
銀
行
は
そ
の—

金

を

コ

^

ル

文

は

短

期

貸

付

の

形

式

を

以

て

ブ

ロ

ー

力 

.
1比
放
出
す
る
こ
^
:に
依
づ
七
：ょ.艺

曆

促

進

さ

れ

；
た

0

』
(

岩

崎

博

，
上

揭

雪

ー

.

七
卜
四
四
頁
>
^
^

,;

が
S
し
で
ビ
ギ
*'
ブa

丨
ガ
ー
ば
ラ
ン11

ゾ
グ
.»:
ブ

0;
1

*
1;
-
ょ
り
手
形
小
賣
人
と
し
で
の
ビ
ル_
ブ
ロ
：丨
力
！
に
變
化
し
た
の
で 

-あ
る
：；が!>
,
£
.
れ

ば

更

：
に

發

展

し

：
て

割

引

#

社

，に

近

化

し

た

0

『

現

嗥

：の

ビ

，ル
.
ブ

4
:
丫

ヵ

'丨
：
.は
：
其

の

個

<

の
營
業
な
る
と
或
は
株
式
、
合
名 

の
•紐
織
^
る
を
問
は
ず
各
巨
萬
の
富
を
有
し
、
：
市
中
銀
行
..の
：遊
金
を
始
め
.て
3
'
1ル
と
しV,

低
利
.に
借
人
れ
て
營
業
資
金
と
す
る
に
至 

h
x
> 

,

其
'の
.信
用
摩
'<
.
1朝
手
形
不
渡
の
爲
め
銀
行
が
償
還
を
受
く
る
能
は
ざ
る
と
き
は
代
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又
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狀
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當
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レ
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入
れ.て
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翁
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し
乍
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時
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ぶ
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も
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益
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と
な
つ
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來
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甚
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ン
き
は
六
ゲ
ホ
縛
匕
と
資
ぶ̂
の
さ
へ
あ
り
、
果
し
七
是
れ
が
コ
ー
ル
と
唱
へ
得
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か
ど
ぅ
か
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實
に
言
語
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斷
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あ
つ 

た
、

の

み

な

ら

震
5

の
曲
手
取
手
と
も
愈
々
不
謹
愼
に
な
つ
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又
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が
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慌.
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動
因
を
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し
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所
以
で
あ
る
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ぅ
一
つ
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の
瓦
額
の
コ
ー
ル
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1
ン
が
悉
く
無
膽
保
で
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つ
允
で
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あ
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も
コ
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總
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蒞
く
は

社

债

等

に

依

つ

：そ

：櫓

保

さ

れ

て

居

'*
0
た
な
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か
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る
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來
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融
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融
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搐
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て

^

他

は

自

己

め

裏

書

ぬ
も
の
ば
か
^
で
ぁ
0
於

;0
尙

ビ

ル'-
'
'
•
ブ
へ
ロ
彳
ヵ
ー;

の
.放
資
物
件
は
、
コ
ー
ル
の
囘
收
に
會
つ
た
場
合
に
そ
れ
を
檐
保
と
し
て
金
融
し 

'得
る
冬
の
：で
な
け
れ
ば
な
ら
：ぬ
。：

吾
國
の
實
際
に
於
て?

ロ
ー
ヵ：r.

は
、
：：斯
る
場
合
直
接
間
接
め
差
異
は
多
る
が

、

結
局
日
本
銀
行
ょ 

;り
融
通
を
咏
め
な
け
れ
ぼ
な
ち
な
い
か
ら
、
其:0
,放

資

嫩

件

：は

;:
0

本

銀

行

'に

對

：す

ー
る

借

入

金

0
擔

保

<!
:
し

^

，
な

ら

ぬ

々

.

斯
ィ
日
本
銀
行
は@
業
手
形
の
再
割
-̂
|
を
嚴
楮
.に
撰
_

.
る
:5
:
以
て
、ビ

ル
•
ブ
.
'
?
1力
.
1は
：別
底
市
場
に
於
て
所
謂
商:
«
手 

:形

稱̂

，せ

ら

れ

る

も

の

.

を
買
.入
れ
て
安
閑と
..して
は
ゐ
ら
れ
.な
が
つ
^
か
：ら
、.：

」

手
形
£6
買
入
：に
際
し
て
は
常
に
精
選
に
精
選
を
道
ぬ
る 

.を
以
：.て
、
.庇

0
種
優
良
手
：形
を
充
分
に
且
つ
有
利'に
蒐
集
す
る
之
と.は

圣

く

不

可

：能

め

事

と

な

0

た
の
.
.で
ぁ
る
。
事
情
斯
の
如
く
で
ぁ 

.

.
■<
>

た

か

ら

ビ

ル

ブ

.
ロ
.
丨

：ヵ

ー

社

勢

ひ

有

.

利
：な
る
有
價
證
券.殊
に
：日
本
銀
肟
兄
資
金̂

求

む

；
る

墙

合

の

擔

保

'<
?
:
し

て

適

當

な

る

國

偾

類

に
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み

放

資

ず

：る
■

様
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な
づ
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o
で
あ
る
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:

'
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ぽ
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:

.
然

ら

杖

斯

の

如
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：狀

態

：に

ぁ

乃

我

國

に

：
於

弋

：
は

、

ビ
ー
ル
:.

ブ
ロ
：：1
力
）
：̂I

：

如
：

K
:

しH

其
の
存
立
を
完
ふ
す
る
と
と
'が
出
來
る
だ
ら

ラ
^

.

一
兀
來
ビ
.

ル
.
ブ

.ロ
1
,ヵ
丨
の
營
業
資
金
の
中
、
一
.
コ
I
ル• 

■マ
‘ネ
I

は

借

入

金

：と

同

樣

其

：の

、
壬

婆

部

分

を

占

む

■

る
力
故
に
.
.
コ
! 

.ル
歩
合
と
割
引
歩
合
、
叉
は
放
資
物
の
利
廻.と
0
利
鞘
は
、」

ビ
ル

•
ブ
ロ 

！

ヵ

ー

の

_

利
益
の
依
：て.生
ず
る
重
耍
な
、る
資
源
で
あ
る
。
倫 

敦
金
融
市
場
に
.於
て
は
、
.前
離
せ
る
如
く
、.市
場
利
率
を
決
定
す
る
ち
コ

:1
ル
の
分
量
と
宇
形
の
出
廻
高
と
で
あ
つ‘て
、.
コ
1 

，
ル

步

合
割̂
引
步
合
夫
の
間
に
は
常
に
荷
機
的
な
關
係
が
^
今

即

ち
，〒

 ̂

其

の

©

落
 

は
割
引
步
舍
の〔

低
落
を
促
す
0
:で
あ
:2
>
-0
飲

に

：
ビ
：：
ル
：

:«
ブ
.
'ロ'
:
1
:
力
：1

は
；
コ;1
:

ル
#

合

，
の

上

_
せ
：る
場
合
は
、

：

そ
の
*

業
資
金
を
髙
步
に 

借
入
れ
.る
：譯
で
.あ
る
か
ら
、
：
之
れ
を
高
步
合̂
運
用
€
、.之
れ
.が

隹

め

格

別

冷

不

利

益

を

蒙

.る

こ

と

ほ

前
述
^

る
：如
ぐ"
營

業

資

金

.運

用

士

:.
0

て
の
：
宇^

1
引
：：
は
>
.
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'
0
: 

J

少

部

分$
あ
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、
；
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且
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：
：
コ

1

ル
•

マ
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に
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入
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コ

ー
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塑
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；
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澈
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又
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澉
資
に

.連
っ
：て
は
、
■其

の

利
廻
は

コ 

ザ

ル

.步

合

-<
?
:の
询
杧
何
等
有
機
的
な
關
係
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；

:'
1
>
て
, '

报
中
銀
：行0
手
許
準 

.

コ
.1
.
ル
步 

合
：の
：俾

S

時
期
^

は
：、■

の
'經
營
：は

坊

較

的

甚

ザ

あ

：る
ガ

-:
'

少
し
^<
金

書

忙

を

呈

)

_

コ-1
ル
步
合 

；

ル
.
*ブ
.
〒

1灰
丨
.はj 

:商

：に
高
步
：の
：
户

1

.ル
を

ー.で
'
あ
■

:

 

:: 

S
；

.,
■

■■
■

:

 

,

•
，

.

.：
、<

々
-:」

し 

.

.ゾ： .

：一

み

ー“

へ
ー.' 

-

>'
'

•

に
'•
'

.

-

.

-

".:
■

>

:
M

 

ご
っ:•
■
:
:
:

 

6

 

一

:

:•
:

:,
”

：
：
“
 

(

ニ)

證
券
金
融
資
傘 

€

)

て
，の

身

ル 

-

‘
“ 

'

.

.V:

ハ
我_

餐

引

所

忙

於

容

名

株

式

取

引

は

、
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ゐ
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。
今
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け
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式
金
融
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1

ル
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と
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す
，
る
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を.述
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し

て
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總
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叉
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近
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<
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紐
育
取
引
所
に
於
け
る
取
引
は
殆
ん
ど
そ
の
ル
て
：が
芷
規
取

W

.
-
•
•
•
•
•
•
-
. 

. 

」

-
•
. 

-
: . ..
.
. 

. 

• 

.

.
! 

•

'

.

.

... 

.

.

.

.

.

.

.
一

 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

■即
ち
.寶
賀
成
立
の/翌
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す
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つ
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總
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媒
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^
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^
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融
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I
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鸯

：
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尨
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凇
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淦
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引
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;
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實

際

の
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渡
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行

；
ふ
：も

：
柃

は

衩

と
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#

洚

^

な

^

か

あ
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國

杧

於

け
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^

^

^
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.必
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所
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诚

妨
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遵
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さ

^

る
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事

Q
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o
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期

淸
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：引

^

於

紗

^

^

渡

制

度
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»

株

式
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期

淸

算

取

引

所

に

於

け

る

代
 

行

機

關

：
の

代

引

代

渡

し

、
：
及

び

國

債

長

：斯

淸

算

取

引

所

の

寳

施

に

：

依
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て

取

引
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行
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麗
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；
に
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北

し

灰

0

.-
,
\然

ら
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期

取

引
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に

於

け

.る
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制

度

本

篇

ん

セ

：
あ

起

か

ぽ

璧

長

期

淸

算

取

';
1
に
.
於

尤

伟

，
讀

爆

柱
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-
*十 

先
眼
：
 

は

六

十

：
日

間

；
0

期
.限
を
以
て
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引
を.行
ひ
、.受
渡
日
は
：-;
^
奇
數
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：

の
月
.は
屮
五
：:0
1
囘
、-偶
數
拥
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五
.日
1|十

漱
日

：：の
：1

1囘
：で
、
妣
0
^
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渡
日
に
：寶
方
取
別
員
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び
賈
蜜
引
員
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受
渡̂
行
ふ
.の
：：.が
原
：則
と
龙
0
て
.ゐ
、る
0
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'
>然
1

^

#受
渡
抹
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麻
 

意
私
行
ふ
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つ
て
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方
取
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員

が

、
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當
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ち
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％
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で
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ら
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叛0
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す
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ゲ
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.
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取
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於
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な
る
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あ
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於
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、.
.
.
賣

方

：
と

な

0
;
で

現

株

を

提

供

：す

务

を

代

渡

衣

謂

^

の
：
で

於

る

-:
0
;:姆
 

要

ず

，
る
.資

金

：
矣

：
托

渡

^
要

す

.
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。
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萬
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株
|
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代

引
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琥
忙
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資
塵
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求
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ゐ
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を
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場

合
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、
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取
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；
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金

^
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濟
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又
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融
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。
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依
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萬
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^
み

で
: '
:
1
3̂
#
ヨ
::
];»>
市
場
^

現
.：ば
れ
0
代
受
#
^
抵
當
ic
:-u
て
コ
：丨
ル
を
取
入
れ
、
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«

引
資
金̂.
#

名
^

で
#

る
0
.

(

之
め
'場

合
0
.コ
'
1ル
：̂

鈸
行
は̂

^
め
大
銀
饮̂

，
寶

質

を

圓

滑
:c
l>
そ

^

俱

格|-
安

_
-
:
し

め

.ん

が

だ

^

太

正

+

叫

年

十

.
ー
へ
月
靈
双
株
^

^

引
所
內
忆
長
期
淸
幕
取
弓
が̂
始
§
れ
た
。

:::〕

兀

來

國

債

蕾

篾
1

期
：の)

投
資
物
で
：養

金

利

ほ

所

謂

長

鑿

霉I

が

ら

：
短

期

金

刹

逢

.

に
利
用
出
來
I

 

:從
つ
て 

:

國
偾
、.社
偾
ば
最
終
償
還f

で
所
持
す
る
意
思.の
.
あ

る

場

合

の

：
外

；
ば
ム
i

短

期

間

の

投

資

に

ほ

適

し

：な

が

^

引
^
ょ
：る
と
簡
單
に
轉
寶
買
戾
が
出
來
る
黎
、
'
コ
ザ
^
資
金
ば
容
易
^
長
磐
资
物
た
各
國
債
社
債
，に
も
利
用
出
來
る
の
で
、
必
然 

.的
に
’長
期金

：：

利
i
短
期
金
利
.と
か
開
き
が
縮
/J
'
/
.
じ
、
-
^
1
.ル
資
金
：ど
長
期
資
金
と
の
利
用
を
圓
滑.に
し
金
融
界
、に
極
め
.て
好
現
象
を
招 

來
し
た
？1翁
し
今
0:
:の
如
く
銀
行
0

遊

資

難

，
に

腦

む

.銀

行

が

變

態

麴
 

«

手

形

、
、
短

期

證

券

の

，
寶

買

に

，の
^

利
爪
.さ
れ
そ
ゐ
、た
ゴ
ー
ル

る
J

つ
たo

 
:こ
，れ

コ
1

ル
が
^
晴
の
第
二
線
?:
:
形
ち
.支

る

.意
味
か
ら
妾
つ
：で.誠

：
に

好

ま

：
し

き

琪

象

で

あ

る

®

尙

國

債

市

場

-
^
コ
ー

•
 

* 

- 
-

ル
市
場
(0
-
接
獨
.に
ょ
：'る
コ
ー
ル
市
場
.
^

明
治
維
新
後
我
國
の
金
融
市
場
は
歐
米
先
進
國
の
銀
行
組
.織
を
輸
入
し
、.着

々

と

.
進

化

の

步

を

進

め

セ
 

.«■
大
.恐
慌
に
依
つV

徹
底
的
な
大
打
擊
を
蒙W
、
、そ

れ

备

會

：

即
ち
そ
の
當
時
迄
で
多
く
の
銀 

.行
：は
、.：：其
0
.手
許
準
^

^
を
裏
1

^
行
^

^
手
と
す
：る
コ.
1
ル
>
.ロ
1
ン
と
し
て
-:
.',>
無
擔
保
に
て
長
期
に
運
用
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、 

:
截

：
の

恐

慌

.に

依

0
そ

：
"

-

毫

灣

銀

行

は

コ

ー

ル

取

手

.

と
し
て
資
格
を
失
ひ
、b

丨
ル
市
場
か
ら
萁
め.姿
を
沒
却
す
る
事
^
な
つた

の

で

、

變
i

で
；

は
：：

あ
る
が
さ
'し
も
榮
た
コ
ー
ル
市
場.は
殆
ん
ど
火
"の
消
ぇ
た
樣
に
な;0
;
て
し
ま
づ
ゝ
た
^

各
銀
行
は
宜
大
な
る
預
金
を
受
け
、

，
其

の

資

力

：
の

1:

部
分
を
コ
.
1ル
と
し
て
ノ
コ"丨
ル
市
場
に
放
出
し
セ̂ 

—

1

0.
:
;放

霡

.な
_

|

本
銀
往
の
庫
_

焱

利

子

で
.

1
す
る
|

と

な

つ

た

"

然

に
.

ル
_
缝
利
ぞ
で
窗
£
置
<-
.ご
<?
:
.
;
'
は
、’
_

圭

義

的

經

營.
0酿

腿
^;
反
す
.る
こ
と
セ
あ
る
0

從
.つ
て
最

毛
ぢ
ル
ぼ
響
か
が
け
て
突
進
し‘て
來
た
ャ
我
友
^

此
處
ゆ
於
で
优
の
ー
牟
の

.救
慌
の
覆
轍
を
踏
ま
.ざ
ら
し
め
る
樣
其
の
行

く

ー

塗

丸

妬

ど

氮

儕

と

匕

展

示

じ

な

げ

队

^

な
ら
ね
。

.
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.
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,
ベ
：

'
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'
'
-

)

‘

.
:元
來
救
亂
池
日
通
銀
観
の»:
敗
ば
、
ゼ
(0
'
:節
金
及
び
貸
敗
_
務

(0
:
'內
容
に
依
.つ
て
明
白
改
る
如
ぐ
、
商
業
銀
行e

l

l

s

w

l

e

n

) 

と
し
"て
0:
囊

を

矿

し

て

％

な
1

幕
の
原
0'
-
は
、
預
金
利
息
の
高
率
故
る
，
.こ
と
と
、.資
金
運
用
方
面
に
於
て
、
商
業
銀
行
に
適
當
な 

る
放
鸯
か
1
麻
、
政

ち
'
引

動

の

#'
祖
钇
_
提
と
ず
る
順
0;
割
引
市
場
及
び
、.
'手
許
準
備
金
の
運
用
さ
る
べ
き
、
本
來
の
意
義
に
：

族
：
^

.̂ネ
iy
;
:免

樣

^.
欠
_
象

0.
と「

に

取

甚

が

令
^:
\
^:

0 :
« :
^

^
態

は
,'
-;«-
.ん

^ .
著
_

把
^

の
と
^

は
な
ぐ
^ .
;
ば
な
&:
.

€
。
就
和
支
娜
準
備
率
と
利
益̂

と
’の
關
係
は
、
其
の
ハ
ロ
 

メ
丨
グ
丨

旳
|
^
ザ
^

%
也

|
^
_
|
|
^
^;
氟
が
^:
1>
;
:め
ん
.と
ナ
队
ば
、

」

利
益
氣
ぱ
_

_
吖
存
續
を
齡
さ
.ざ
る
ま
1

高
：̂
私

だ

'め
■

す
.e
ff
:
、
..联
備#

は

準

餘

と

运

一

其

原

^

故

さ

な

_

ま

孟

る

の

で

あ

る

；。
’
然

ら

ば

何

如

に

し

て

■

比
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衣

に
_
路

を

豐
4
き
す
€

觸

#

々
#

预

金

窥

抓

、
'放

霧

盤
■
簾

"
て

課
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,達
^

.
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1:
一
る®

あ

風

因

と

’

安

泛

^
も
、
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等

產

，
て
、.戴
紙
.な
る
事
懷
か
ら
發
生
し
て
、
.銀
行
業
の
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達
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:
.
^
し̂
^:
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>̂
:
|
|免
^-
%
い
0
表
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、
；#
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,

(0
;
:
_澈
亂
諸
餘
辣
ま
情
が
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^
あ
ら
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め
.て
ゐ
'
る

の

で

あ

づ

て

一

朝

--
»
夕 

ゆ

揚

_

だ

蒙

賜

馨

醫

も
(6
'

,

#、い
。
へ
否
、
經
濟
事
情
其
の
も
の
が
、

一
國
大
衆
に
と
つ
て
有
害
で
あ
る
な
ら
ば
、
之
は

直
■
.

改
良
.

”ベ
.響
一
あ
ぎ
,

■

ぢ

献

行
.

,

^
つ
^
雜
む
に
^
て
を
匕
队
ぬ
そ
ラ’た
デ
ぅ
ぐ
故
め
ん
ル
る̂

の
で
^
故
い
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元
來
興
な
れ
る
社
會
經
濟̂

^
Q;
&
fc
於
^,
-
は

異

だ

れ

る

經

濟

機

關

の

贫

達

：す

：べ

き

が

當

然

で

：
あ

0

て
、
：外
國
の
社
會
經.濟
‘の
狀
態 

に
適
し
f

の
‘を
栽
調
と
し
て
發
坐
し
た
諸i

を
と
つ
て
直
ち
に
自
國
办
靡
澈
歡
關
だ
が
し36
:
ん
^
尤
矿
は
詉
昨
る
考
を
る0 
0
 

し
，各
國
に
は
各
_

の
特
質
が
あ
る
か
ら
，で
あ-る
。

.
.

.
.

 

:

.

I

の
如
く
、
我
國
は
初
め
、
來
國
の
銀
符
制
度
を
模
倣
し
て
、
分
散
主
義
を
採
用
し
だ
：の
で
あ
る
：が
、
ー
其
の
接
政
府
は
、
、其
の
銀 

■行
政
策
に
於
て
、
分
業
主

S
を
取
り
、
特
殊
銀
行.を
設
立
'す
る
一
方
に
、.普
漸
銀
行
を
し
て
、
琼
金
鈒
往
と

i
l

め
て
來
た
の
.で
あ
る
が
、 

•甚
等
特
殊
銀
行
が 

>

普

迎

銀

疗

の

：
營

粱

範

圍

を

：犯

■

■

ル
尨
を
と
共
忙
，
會
通
鐵
疗
も
亦
卜
萁

:.乘

れ

る

分

業

栄

義

は

ぅ

*

國
办
寶
情
.に
农
通
¥

で
彰
る
と
考
ふ
と*;
が
霄
白
に
權
&
さ

銀
行
が
兼
營
中
：義
を
取
れ
る
結
果
と
し
て
、

コ
]
ル
.衝
場
も
英
米
の
そ
れ
と
異
な
つ
て
來
た
の
，で
あ
へ
る
o
#:
つ
，て
我
.國
•の
V

I
ル
市
場 

•將
來
の
論
述
に
當
つ
て、
' 英
米
の
そ
れ
と
圯
較
し
て
良
否
を
決
す
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
>
へ
即.ち
^
國
0 :
經 

>ゴ
'
1ル
漱
場
が
最
^:
好
^

^
い
€»
.ぜ
あ
次
。
'
併

^

吾

ダ

が

此

處

で

^

.’を
以
て
'運
：̂

r

る
ベ
を
.市

場

で

あ

：免

べ

；
き

舊

〃

と

.ー2\
-ぶ
.こ

と

で̂

f-
.
即

ち

ア

ド^ '
フ
：•
ブV

ナ

ー

の

：
|
"
銀

行

經

瞥

ひ

健

全

鞏

固

な

る
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s, 2
4
0
.
)

と
云
ふ
鈒
行
經
營
の
原
則
ょ
り 

出

發

し

怒

資

金

靜

法

と0
て
の
'コ
ー
.
ル

で

あ

冬

べ

.き

だ

ぅ

此

か

原

則

^

.雜

だ

答

齒

業

銀

行

(

預
金
銀
行

)

で
.

で
.も
等
U

ぐ
適
用_

ゃ
ぺ
ぎ
原|1
1
]
;セ
：お
る0:
併
し
敷
營
主» .
;
'
^

^

本

つ

そ

：
=1
.^.
,ル
.市

場

に

於

^

る
.資

金

0

動

き

は

異

^

夺

の

セ

;̂
る
；？

が

併

“

^

す
ー
ル
私
來
の
意
泰
を
您
得
し
て
急
が
ヤ
餘
々
に
こ
_れ
が
發
察
に
努
办
す
み
こ
と
で
あ
る0-
:
食
に
.は
'
大
藏
嘗
證
券
發
行
、
國
債
擔
保 

割
引
最
低
率
の
適
用•擴
張
、
國
債
市
場
に
於
け
る
ジ
ョ
バ
ー
制
度
の
.採
用
、
割
引
市
場
の
整
備
等
の
諸
項
目
を
か
ざ
し
て
コ
ー
ル
市
場 

.

の
發
達
を
希
望
し
て
ゐ
る
が
、
たC
コ
ー
ル
市
場
發
達
の
.み
を
目
的
と
せ
ず
先
ず
國
民
經
濟
上

、

此
等
の
諸
政
策
が
必
要
欠
く
ベ
か
ら 

ざ
る
も
の
で
あ
る
か
、
否
か
を̂
し
、
然
る
後
に
、
金
融
市
場
中
の
最
も
デ
リ
ヶ
ー
ト
な
働
き
を
有
す
る
コ
ー
ル
市
場
を
盤
備
す
べ
き 

で
あ
る
。
然
る
時
に
は
、
我
國
經
濟
組
織
に
最
も
適
合
せ
る
所
の
コ
ー
ル
市
場
が
發
生
し
、
銀
行
は
勿
論
、
吾

々

一

般
大
衆
も
亦
之
ょ 

り
多
大
の
利
益
を
受
け
る
で
あ
ろ
ら
。
蓋
し
コ
ー
ル
市
場
の
整
備
は
度
々
論
述
し
た

如

く

、

銀
行
に
と
つ
て
支
拂
準
備
の
第
二
線
と
な 

り
、
且
つ
一
般
よ
り
受
け
入
れ
た
資
金
を
最
も
有
效
に
運
用
せ
し

め

る活
動
舞
臺
を
こ
れ
に
提
供
す
る
か
ら
であ

る
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